
第２９回「食」と「漁」を考える地域シンポジウム 

琵琶湖の魚食文化・その魅力をさぐる 

「琵琶湖八珍」を生かした地域づくりをめざして 

 

共催：近江八幡市水産協議会・(一財)東京水産振興会・(一社)漁業情報サービスセンター 

後援：（予定）滋賀県・近江八幡市・近江八幡商工会議所・安土町商工会・近江八幡観光物産協会・ 

   滋賀県漁連・滋賀県河川漁連・滋賀県淡水養殖漁協・全国内水面漁連・全漁連 

 

と き： 2015年 2月 15日（日）13：00～17：00 

ところ： 休暇村「近江八幡」 

（〒523-0801 滋賀県近江八幡市沖島町宮ヶ浜  電話：0748-32-3138） 

 

コーディネーター：二平 章（漁業情報サービスセンター・茨城大学人文学部） 

 

プログラム 

主催者挨拶：渥美雅也（東京水産振興会専務理事）  

来賓挨拶 ：近江八幡市長 

趣旨説明 ：コーディネーター 

 

≪第 1部≫シンポ：琵琶湖の魚食文化の魅力 

◆特別報告 

○淡水魚の魅力配信と地域力創造 

中澤さかな（山口県道の駅「萩しーまーと」駅長・総務省「地域力創造アドバイザー」） 

○琵琶湖と「鮒寿司」・その歴史と文化  

左嵜謙祐（老舗「魚治」代表取締役） 

 

◆リレートーク 

○琵琶湖の魚と漁業を守りそだてる 

森田正行（沖島漁協組合長） 

○誕生「琵琶湖八珍」  

大沼芳幸（滋賀県文化財保護協会事務局次長） 

○「琵琶湖八珍」とおもてなし観光  

田辺文隆（休暇村「近江八幡」総支配人） 

○魚食文化継承のための取り組み  

三枝 仁（滋賀県農政水産部水産課副主幹・水産業普及指導員） 

○琵琶湖クルーズと沖島漁民が教える鮒寿司づくり  

桂 陽三（琵琶湖汽船株式会社） 

（未定）（沖島漁協女性部「湖島婦貴の会」） 

 

◆パネル討論  琵琶湖の魚食文化と漁業の継承をめざして  

司会：二平 章 

 

≪第 2部≫「琵琶湖八珍」交流会  

美味しい琵琶湖の魚と地酒を囲み楽しく懇談します。 

会 場：休暇村「近江八幡」 

参加費：5,000円



資料：日経ビジネス 2014.11.24 



【開催趣旨】 

琵琶湖は多くの魚族が生息し、縄文期より漁業も盛んに行われてきた日本最大の淡水湖である。湖

岸には伝統的な漁法とともに、鮒寿司をはじめとする独特な魚食文化が育まれ、その漁業と魚食の文

化は「琵琶湖文化」の一端を担ってきたものと思われる。しかし近年、他県同様、琵琶湖漁業も漁を

営む人々の高齢化が進展し、その生産の持続性が危ぶまれると共に、湖岸から魚食の文化が失われつ

つあるようにもみえる。そのような中、琵琶湖に伝わる魚食料理を再評価し観光に生かそうとする動

きや、鮒寿司の民間製造技術の伝承へ向けた取り組みが広がりをみせるようになってもきている。近

年、そのような取り組みの一環として、ビワマス・コアユ・ニゴロブナ・ハス・ホンモロコ・イサザ・

ビワヨシノボリ・スジエビなど８種の魚料理を「琵琶湖八珍」として選定し、琵琶湖の魚食文化をよ

りひろく伝えていこうとする動きもでてきた。そこで、本シンポジウムでは、これら琵琶湖の魚食文

化の伝承をめぐる動きを、他の淡水漁業地域に紹介しながら、ともに淡水魚の魚食文化の継承と淡水

漁業の持続的な生産の大切さについて議論してみたい。 

 

●シンポジウム：無料 先着申込：100名 

どなたでも自由に参加いただけます。 

 

●沖島観光  ：参加費お 1人様 1,500円 先着申込：45名 

昼食は漁協女性部「湖島婦貴の会」特製「沖島弁当」をご用意。 

沖島の観光には、ボランティアガイドが付きます。 

当日（2月 15日）は、マイクロバスによる送迎（JR近江八幡駅発着）がございます。 

車の方は、休暇村駐車場をご利用ください。 

≪沖島観光スケジュール≫ 

10：00発  JR近江八幡駅北口（観光案内所前）に集合、マイクロバスにて休暇村へ 

10：30着  休暇村到着後、ロビーにて沖島観光受付 

10：50発  ロビーを出発して休暇村桟橋へ移動 

11：00発  善通丸にて沖島へ出発 

11：15着  沖島着後、ボランティアガイドによる島内観光 

11：45   沖島漁協にて、昼食（漁協女性部特製「沖島弁当」） 

12：15発  沖島を出発し、休暇村へ移動 

12：30着  休暇村着 

13：00～  シンポジウム 

17：00～  「琵琶湖八珍」試食会 

19：00頃  マイクロバス出発（JR近江八幡駅へ） 

 

●「琵琶湖八珍」交流会：参加費お一人様 5,000円 

①ビワマス（鯇魚）    お造り・棒寿司 

②コアユ（小香魚）    天ぷら（会場で揚げる）・氷魚の釜揚げ 

③ニゴロブナ（真鮒）   鮒寿司 

④ハス（鰣）       甘酢漬け 

⑤ホンモロコ（本諸子）  南蛮漬け・炭火焼き 

⑥イサザ（魦）      卵とじ 

⑦ビワヨシノボリ（鮴）  ウロリの巻きずし・ウロリのパスタ 

⑧スジエビ（蝦）     エビ豆 

その他：しじみの味噌汁、大中産野菜サラダ 

琵琶湖八珍に合う地酒（歓気藹藹：休暇村オリジナル清酒）もお楽しみいただけます。 

 

●宿泊：各自でご予約願います。 



■第 29回地域シンポ 参加申し込み■ 

参加希望者名、連絡先等、必要事項をご記入の上、下記宛先までFAX、もしくはお電話、メールに

てお申し込みください。参加申込は、2月 6日（金）までにお願いいたします。 

※沖島観光（参加費 1,500 円）、シンポジウム、交流会（参加費 5,000 円）への参加について、必

ず欄内に○×をお願いします。なお、参加申込は先着順にて受付いたします。 

 

○滋賀県庁水産課（担当：酒井・三枝）宛 

FAX：０７７－５２８－４８８５ 

電話：０７７－５２８－３８７３ 

Email：gf00@pref.shiga.lg.jp 
 

氏名 
所属先 

部署名 

送迎 

バス 

沖島 

観光 

シンポ 

ジウム 

交流 

会 

①  

     

②  

     

③  

     

④  

     

⑤  

     

代表者 

連絡先 

 

（ご住所）〒 

（お電話番号） 

（ＦＡＸ番号） 

（メールアドレス） 

                ＠ 

※ご連絡する際に必要となりますので、電話番号と E-mail アドレスを必ずご記入ください。今後、シンポジウムやイ

ベント等のご連絡に使用させて頂きます。 ※定員に達した場合、期限よりも早く受付を終了する場合がございます。 


